
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

基本情報技術者 ③ 　　　３２人 　　　１８人

人 応用情報技術者 ③ ８人 ２人
人

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

（平成 29

1 名 1.7 ％

日本工学院
北海道専門学校

昭和56年9月25日 加藤　和美
〒059-8601
北海道登別市札内町１８４－３

（電話） 0143-88-0888

（別紙様式４）

平成30年7月31日※１
（前回公表年月日：平成29年2月1日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人片柳学園 昭和31年7月10日 千葉　茂
〒144-8650
東京都大田区西蒲田５－２３－２２

（電話）

工業 工業専門課程 情報処理科
平成7年文部科学省

告示第7号
―

学科の目的
現在だけでなく将来の情報社会に対応できる職業人として必要な専門的な知識と実践的な技術を身につけ、広い視野と社会人としての素養・常識を併せ
持った人材を養成すること

03-6424-1111
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成26年3月31日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

０時間 ０時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
１７００時間 ２５６５時間 １７４０時間 ０時間

学期制度
■前期：４月１日～９月３０日
■後期：１０月１日～３月３１日 成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
試験等による（学則23条）

２４０人 ７３人 ０人 ３人 ８人 １１人

長期休み

■学年始：４月１日
■夏　 季：７月２７日～８月１８日
■冬　 季：１２月２５日～１月２３日
■学年末：３月１５日

卒業・進級
条件

卒業要件80単位

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 ボランティア活動、地元の祭典支援

担任、教務からの本人や保護者への連絡・相談。学校カウン
セラーによるカウンセリングなど

■サークル活動： 有

IT業界（SE/プログラマ）,オペレータ （平成29年度卒業者に関する平成30年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当す
るか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

： 89.6
■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　３人

年度卒業者に関する

■就職者数
：

26 人

平成29年4月1日時点において、在学者７０名（平成28年4月1日入学者を含む）
平成30年3月31日時点において、在学者６８名（平成30年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

学校生活への不適合、病気による学期変更

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
http://www.nkhs.ac.jp

■就職率　　　　　　　　　： 100

平成30年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
履歴書および面接指導

■卒業者数 29
■就職希望者数 29

■主な就職先、業界等（平成２９年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組
担任を含めた学科内教員による面談とスクールカウンセラによる面談

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：
①本校の学校法人グループ校の卒業生子女、兄弟姉妹、孫、又は在校生の兄弟姉妹の入学時に入学金200,000円を免除　②書類審査、筆
記試験、面接試験の結果を基に一年次前期授業料の一部200,000円を免除　③在学中の成績優秀者に対し書類審査、面接試験の結果を基
に2年次後期授業料329,00と施設設備費180,000を免除　④本校が定める規定の資格を入学前に取得している学生に対し、入学後に200,000
円（特待生A）もしくは100,000円（特待生B）を支給する。

■専門実践教育訓練給付：
　　　　　　　　　0名

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：

有・無 

給付対象・非給付対象 

有・無 

http://www.nkhs.ac.jp/


種別

③

②

①

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

卒業研究
２年間の集大成として、個人またはチームでテーマや課題の設定を行
い作品として完成させます。

株式会社ワンオールシステム
株式会社LIC

（開催日時）
29年度　第１回　平成２９年　６月３０日　１６：３０～１８：００
29年度　第２回　平成３０年　２月７日　１６：００～１７：３０

30年度　第２回　平成３１年　２月開催予定

平成２９年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期
引地　政征 日本工学院北海道専門学校　教務課長補佐

西尾　拓也 株式会社クリーンビル開発
平成29年4月1日～平成31
年3月31日（2年）

高橋　靖夫 株式会社ワンオールシステム
平成29年4月1日～平成31
年3月31日（2年）

石塚　哲也 日本工学院北海道専門学校　教育部　情報処理科

畑中　雅彦 室蘭工業大学　情報電子工学系学科　教授
平成29年4月1日～平成31
年3月31日（2年）

佐渡　新 日本工学院北海道専門学校　教育部　情報処理科

佐藤　幸夫 日本工学院北海道専門学校　教育部　情報処理科　主任

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成を行っている
こと。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針
教育課程の編成において、業界の動向や最先端の技術、需要等を知り、学生にフィードバック出来るように開発者から教育者、エンドユーザーま
でを幅広くカバーした連携先を選定し、授業カリキュラムや実施内容が実務に即しているか判断、意見を頂き実務を学べる環境を学生のために
整えるよう努力する。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け

学科において現在実施中の教育内容を基に次年度以降に実施するカリキュラムの予定を作成する。教務課指導により教育課程編成委員会（以
下委員会）を招集し、現在または次年度以降に実施する教育内容が実践的であるか検討を行う。情報処理科では委員会で議論した内容のもと、
資格試験の合格率や就職・進学についての企業所感や勉強方法の共有や改善点の模索を行ったり、卒業研究で企業より課題を頂きプロジェク
トを立ち上げ・完了後の評価を頂き、実社会に即する内容で研究を行うことが出来ているか、新しい技術や商業ベースに乗せられるシステムを開
発出来ているか等を話し合い、実践している。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

卒業研究の中間発表および最終発表に参加。発表内容についての評価を行う。また、企業連携として株式会社LiC様より画像認識で違法駐車を
取り締まるシステムの開発依頼を受けたり、Web上で行われるさまざまな試験を容易に追加出来る試験システムを開発したり等、毎年新たなプロ
ジェクトを立ち上げ企業連携を行っている。ワンオールシステム様には毎年卒業研究の講評を頂き、実際の企業の目線で評価して頂く以外に、IT
業界の働き方や業界についてのセミナーを行っていただき、学生の実社会とのギャップを埋め、離職率低下に一役買っていただいている。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

開発業務を主に行っている企業から連携企業を選定する。企業との連携により、実践的な実習・演習を構築する。成果物についての評価を企業
側から得て学生が専門的でかつ実践的な実習・演習を行うことを目標とする。

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

小川　昌宏 日本工学院北海道専門学校　教育部　情報処理科

30年度　第１回　平成３０年　６月２９日　１６：３０～１８：００

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
IT業界の人材不足が叫ばれる中、新規に若者を獲得するにはどういった施策が必要か意見を頂いた。
具体的には、現役大学生の興味がある分野、ない分野を教えて頂いた。また、３年目というものを考えたときに、各専攻毎にいかに３年目に突入
したいか、
３年目では何を学ぶことが出来ると打ち出すべきかの意見を頂いた。

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回開催（毎年２月、６月）



　・実践的かつ専門的な知識・技術・技能を習得するための研修
　・指導力の修得・向上のための研修

教員のスキル向上のため以下の研修を開催または、必要に応じて外部研修への参加を行う。（片柳学園職員学内研修実施取扱細則による）

　平成29年11月開催/IoT Technology 2017／IoT総合技術展

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

②指導力の修得・向上のための研修等
　平成30年1月開催/札幌ガーデンパレス：北専各連教員研修会

　　期間：１日間（平成２９年６月４日）

　　対象：最先端のIoTに触れたいビジネス関係者
　　内容：IoT向け半導体／デバイス、ワイヤレスネットワーク、センサネットワーク技術、セキュリティやAI等の専門展示会＆カンファレンス
　　期間：3日間（平成29年11月15日～17日）、そのうちETロボコン終了後の11月16日に参加

平成29年6月開催/NECソリューションイノベータ　ETロボコン技術研修
　　対象：ETロボコン２０１７参加者
　　内容：開発プロセスに沿って開発するための開発方法について学ぶ

　　対象：最先端の組み込みシステムに触れたいビジネス関係者
　　内容：オートモティブ・交通システム、スマートエネルギーなど成長分野の最先端テクノロジーについての専門技術展とカンファレンス
　　期間：3日間（平成29年11月15日～17日）、そのうちETロボコン終了後の11月16日に参加

　　対象：全道工業系専門学校の教職員
　　内容：講演「マシンに魂をのせて」　　研究協議「教えない授業へ向けた取り組みの紹介」「離脱者を生まないための指導内容とその方策」
　　期間：１日間（平成30年1月9日）

　平成29年11月開催/Embedded Technology 2017／組込み総合技術展

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

・学校の理念・目的・育成人材像は定められているのか。

・目的等に沿った運営方針が策定されているか。

　平成30年7月開催予定/札幌ガーデンパレス：職業実践専門課程に係る教員研修会

　・学校経営の改革方針や自己評価等の質を高め、次への改善につなげる
　・学校運営や教育活動への学校関係者の協力や参画を得て、地域に開かれた信頼される学校作りをすすめる
　・学校長は学校関係者評価の結果をもとに適切な支援や条件整備等の改善措置を講ずる

（１）教育理念・目標
・学校における職業教育の特色は何か。

・社会のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか。
・学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・学生・関係業界・保護者等
・各学科の教育目標・育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向付け
られているか.

（２）学校運営

・運営方針に沿った事業計画が策定されているか。

　　対象：全道工業系専門学校の教職員
　　内容：講演「職業意識を高めるコミュニケーション」

・運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか。また、有効に機能し
・人事、給与に関する規定等は整備されているか。
・教務・財務等の組織整備など意志決定システムは整備されているか。
・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか。

・教育活動等に関する情報公開が適切になされているか。

・情報システム化による業務の効率化が図られているか。

　　期間：１日間（平成３０年７月２４日）

・教育理念に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか。

（３）教育活動

・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した教育到達
レベルや学習時間の確保は明確にされているか。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（１）学校関係者評価の基本方針
４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を行うに当

・学校等のカリキュラムは体系的に編成されているか。

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発な
・関連分野の企業・関係施設等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われて
・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技、実習等）
・授業評価の実施・評価体制はあるか。
・職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか。

　　対象：ETロボコン２０１８参加者

　平成30年4月開催予定/アーバンネット札幌ビル：札幌HoloLensミートアップVol.1/HoloMagicians/TMCN
　　対象：ARやVR、MR技術に携わる技術者
　　内容：MixedRealityについて／GUIからSUIへ（空間プログラミング）／林業におけるVRの活用について／初音ミクとAR/VR/MR
　　期間：１日間（平成３０年４月１４日）
　平成30年5月開催予定/NECソリューションイノベータ　ETロボコン技術研修

　　内容：開発環境・技術教育セミナー／要素技術とモデルを開発に使おう
　　期間：１日間（平成３０年５月２０日）
　平成30年6月開催予定/NECソリューションイノベータ　ETロボコン技術研修
　　対象：ETロボコン２０１７参加者
　　内容：開発プロセスに沿って開発するための開発方法について学ぶ
　　期間：１日間（平成３０年６月３日）
　平成30年11月開催予定/Embedded Technology 2018 / IoT Technology 2018
　　対象：最先端のIoTや組み込み技術に触れたいビジネス関係者
　　内容：IoT向け半導体／デバイス、ワイヤレスネットワーク、センサネットワーク技術、セキュリティやAI等の専門展示会＆カンファレンス
　　期間：３日間（平成３０年１１月１４日～１６日）

　　内容：教育の情報化の重要性、これからの情報科教育等
　　期間：２日間（平成３０年６月２３日～６月２４日）

②指導力の修得・向上のための研修等
　平成30年6月開催予定/東京学芸大学：日本情報科教育学会第11回全国大会
　　対象：全国の情報処理教育に係る教員



種別

地方公務員

卒業生（校友会
副会長）

企業等委員

企業等委員

卒業生

ＰＴＡ

・所在地、連絡先（ＨＰ）

川田　弘教

山田　正幸

オフィスマシン販売株式会社営業課長

川田自動車工業株式会社代表取締役

登別市社会福祉協議会会長

平成２９年４月１日～平成３１年３月
３１日（２年）

平成２９年４月１日～平成３１年３月
３１日（２年）

平成２９年４月１日～平成３１年３月
３１日（２年）

・就職率の向上が図られているか。

・進路就職に関する支援体制は整備されているか。

・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務を含む）を確保するな
・関連分野における先端的な知識・技能等を習得する資質向上のための取り組みが行わ
・職員の能力開発のための研修等が行われているか。

（４）学修成果

（１０）社会貢献・地域貢献

（１１）国際交流

（９）法令等の遵守

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

　・委員会から求められた資料については、提示することが適当でないものを除き、積極的に提示するものとする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

平成２９年４月１日～平成３１年３月
３１日（２年）

吉田　武史 有限会社貴泉堂取締役
平成２９年４月１日～平成３１年３月
３１日（２年）

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

・休退学への取組の検討　①学生と年3回、1人30分～1時間の面談を行い、学生と教員の考えを共有することで信頼関係を築き、相談しやすく
休退学に向かないための仕組みづくり　②欠席連絡を担任に直接行う仕組みづくり（電話応対の練習も兼ねる）、連絡がない場合は担任とクラス
メイトから連絡を行い、孤独ではなく頼れる仲間や上司がいることを実感させる仕組み

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

　　　平成２９年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

伊藤　義幸

・建学の精神、教育方針、教育目的（学生便覧）
（１）学校の概要、目標及び計画

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

URL:  http://www.nkhs.ac.jp/news/public/2018.html                公開時期　平成30年7月

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情報を提供し

平成２９年４月１日～平成３１年３月
３１日（２年）能登　貴伸 学生の保護者

野﨑　均 登別市教育委員会

・成績評価・単位認定・進級・卒業判定の基準は明確になっているか。

・資格試験取得に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか。

・人材育成目標の達成に向け授業を行う事ができる要件を備えた教員を確保しているか。

（８）財務

（７）学生の受入れ募集

（６）教育環境

（５）学生支援

・卒業生に対する支援体制はあるか。
・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか。
・高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取り組みが行われてい
るか。
・関連分野における業界との連携による卒後の再教育プログラム等が行われているか。

・中長期的に学校の財務基盤は安定してるといえるか。
・学生納付金は妥当なものとなっているか。

・学生に生活環境への支援は行われているか。

・保護者と適切に連携しているか。

・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修の場等について十分な教育体制を整備
・防災に対する体制は整備されているか。

・学生募集活動は、適性に行われているか。
・学生募集活動において、資格取得・就職状況等の情報は正確に伝えられているか。

・学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。
・学生の健康管理を担う組織体制はあるか。
・課外活動に対する支援体制は整備されているか。

・学習成果が国内外で評価される取り組みを行っているか。

・施設設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか。

・高等学校等接続する機関に対する情報提供等の取り組みが行われているか。

・資格取得の向上が図られているか。

・留学生の受け入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続きが取られているか。
・留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備されているか。

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか。
・財務に関して会計検査が適性に行われているか。
・財務情報公開の体制整備は出来ているか。

・個人情報に関し、その保護のための対策が取られているか。
・自己評価の実施と問題点の改善を行っているか。

・自己評価結果を公表しているか。

・学生ボランティア活動を奨励、支援しているか。
・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託を積極的に実施して
・留学生の受け入れ・派遣について戦略を持って行っているか。

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか。

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか。

・学生相談に関する体制は整備されているか。

・退学率の向上が図られているか。
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか。
・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動への改善に活用されているか。



①
②

・学校の沿革、歴史（学生便覧）

・収容定員（ＨＰ）
・科目配当表・科目編成・授業時数（ＨＰ）
・年間の授業計画（ＨＰ）
・学習の成果として取得を目指す資格、合格を目指す検定等（ＨＰ）
・資格取得、検定試験合格者等の実績（ＨＰ）
・卒業後の進路・進学者数・進学先、就職者数・主な就職先（ＨＰ）

・就職支援等への取組状況（ＨＰ）
・実習・実技等の取組状況（ＨＰ）

・教職員の組織（Ｈ２８組織図）
・キャリア教育への取組状況（ＨＰ）

・自己点検自己評価（自己評価（大項目））

（１０）国際連携の状況 なし

・学校行事への取組状況（ＨＰ）

（６）学生の生活支援 ・学生支援への取組状況
・学生納付金の取扱金額、納入時期等（ＨＰ）

・入学者に関する受入方針（ＨＰ）

（３）教職員

（５）様々な教育活動・教育環境

（７）学生納付金・修学支援

（８）学校の財務

（９）学校評価

・課外活動・部活動（ＨＰ）
・カウンセリングルームなど（学生便覧）

・活用できる経済支援措置の内容等（ＨＰ）

・自己点検自己評価（自己評価（大項目　財務））
・項目別の自己評価表（自己評価（項目別　財務））

・項目別の自己評価表（自己評価（項目別））
・学校関係者評価の結果（学校関係者の結果）
・学校関係者評価の結果に対する改善方策（結果に対する方策）

URL:   http://www.nkhs.ac.jp（ホームページ）
（３）情報提供方法
※（１０）及び（１１）については任意記載。

（２）各学科等の教育

（４）キャリア教育・実践的職業教育

（１１）その他 ＨＰ

・日本工学院北海道専門学校の財務情報（北海道校の財務情報）



③



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
アルゴリズム
１

プログラム作成の基本的な考え方を、流れ
図を作成することにより習得します。

1
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○
アルゴリズム
演習１

アルゴリズム１で学ぶ各種プログラムを、
シミュレータを使って実際に試すことで理
解を深めていきます。

1
・
前

45 2 ○ ◯ ◯

○
ヒューマンモ
ラル

社会や共同体において、より健全で快適な
共同生活を送る為に守るべき、行うべき規
範、行動の指針について学びます。

1
・
前

45 2 ○ ◯ ◯

○
プログラミン
グ言語１

10月の基本情報技術者試験に合格すべく授
業を行います。本講座では午後のポイント
であるＣＡＳＬについて講義をします。

1
・
前

90 6 ○ ◯ ◯

○
国家資格対策
１

それぞれの進度に合わせて、適切な時期に
基本情報処理技術者試験の資格取得を目指
して対策講座を開設します。

1
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○
情報システム
構築理論

国家試験「基本情報技術者試験」で出題さ
れる基数変換、速度、稼働率など基礎能力
の向上を目的とします。

1
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○
パソコン演習
１

Ｗｉｎｄｏｗｓの使い方や、表計算アプリ
ケーションの操作法を理解するとともに、
利用の仕方について学びます。

1
・
前

45 2 ○ ◯ ◯

○ 情報処理
情報業界の基礎知識を学び、J検３級とJ検
２級の合格を目指します。

1
・
前

60 4 ○ ◯ ◯

○ 情報数理
情報処理で学んだ内容を活かし、より応用
的な情報業界の知識を学び、J検１級の合格
を目指します。

1
・
前

30 2 ○ ◯ ◯

　　　科目

                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業科目等の概要

（工業専門課程情報処理科）平成30年度
教員

企
業
等
と
の
連
携

授業科目名 授業科目概要

授業方法 場所分類

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
Ｊ検情報シス
テム試験対策

Ｊ検情報システム試験は国家試験「基本情
報技術者試験」へのファーストステップと
して活用できます。

1
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

○ Ｊａｖａ１ Javaプログラムの作成の基本を学びます。
1
・
後

90 6 ○ ◯ ◯

○ ＳＱＬ入門
データベースで利用するSQLについて学びま
す。

1
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

○
アルゴリズム
２

流れ図を基にプログラムを作成し、デバッ
グする事で理解をより深めます。

1
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

○
アルゴリズム
演習２

アルゴリズム２で学ぶ各種プログラムを、
シミュレータを使って実際に試すことで理
解を深めていきます。

1
・
後

45 2 ○ ◯ ◯

○
イ ン タ ー ン
シップ１

企業で実業務を体験し、働くとはどういう
ことかを学びます。

1
・
後

60 2 ○ ◯ ◯

○
ヒューマンス
キル

社会に出た時に重要である、社会性・人間
性の向上を目指します。

1
・
後

45 2 ○ ◯ ◯

○
プログラミン
グ言語２

４月の基本情報技術者試験に合格すべく授
業を行います。本講座では午後のポイント
であるＣＡＳＬについて講義をします。

1
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

○
国家資格対策
２

それぞれの進度に合わせて、適切な時期に
基本情報処理技術者試験の資格取得を目指
して対策講座を開設します。

1
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

　　　科目

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業科目等の概要

（工業専門課程情報処理科）平成２９年度
分類

授業科目名

教員

企
業
等
と
の
連
携

授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

授業方法 場所

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等

合計 単位時間(      単位)



必
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必
修

自
由
選
択

講
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演
　
　
習

実
験
・
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習
・
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技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
修了試験対策
１

６月下旬・７月上旬に行われる基本情報技
術者試験における午前免除修了試験の対策
を行います。

1
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

○ Ｊａｖａ２
Javaプログラムを利用し、オブジェクト指
向プログラミングについて学びます。

2
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○
Ｗｅｂアプリ
ケーション開
発１

通信プロトコルにHTTPを、データの表現に
HTMLやXMLを用いるアプリケーションソフト
について実習をとおして学びます。

2
・
前

45 2 ○ ◯ ◯

○
アルゴリズム
３

プログラム作成の基本的な考え方を、流れ
図を作成することにより習得します。さら
に流れ図を基にプログラムを作成し、デ
バッグする事で理解をより深めます。

2
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○
システム開発
の基礎

グラフィカルな記述で抽象化したシステム
のモデル（UMLモデル）を生成する汎用モデ
リング言語について学びます。

2
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○
データベース
設計

グループごとに実際の店舗や業務のシステ
ムを細分化し、そのシステムで使用される
データベースについて設計を行います。

2
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○
ネットワーク
セキュリティ

基礎を成すコンピュータネットワークのイ
ンフラの規定、無資格者のアクセスから資
源を守るための方針、および監視と効果の
評価までの作業について学びます。

2
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○
モバイルアプ
リケーション
開発１

スマートフォンなどに代表されるモバイル
ツール向けのアプリケーション開発を実習
しながら学んでいきます。

2
・
前

45 2 ○ ◯ ◯

○
企業フォーカ
ス

企業を研究するとともに、企業からプロを
お招きし講演していただくことで、社会人
としての広い視野と価値観を醸成します。

2
・
前

15 1 ○ ◯ ◯

　　　科目

授業科目等の概要

                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（工業専門課程情報処理科）平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

企
業
等
と
の
連
携

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
国家資格対策
３

それぞれの進度に合わせて、適切な時期に
基本情報処理技術者試験の資格取得を目指
して対策講座を開設します。

2
・
前

90 6 ○ ◯ ◯

○
修了試験対策
２

１２月下旬・１月上旬に行われる基本情報
技術者試験における午前免除修了試験の対
策を行います。

2
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○
Ｗｅｂアプリ
ケーション開
発２

Webブラウザや専用のクライアントソフトな
どを用いてWebサーバにアクセスし必要な
データの処理や転送等を実装します。

2
・
後

45 2 ○ ◯ ◯

○
イ ン タ ー ン
シップ２

企業で実業務を体験し、働くとはどういう
ことかを学びます。

2
・
後

60 2 ○ ◯ ◯

○
エンベデッド
プログラミン
グ

特定の機能を実現するために家電製品や機
械等に組み込まれるコンピュータシステム
について実習します。

2
・
後

45 2 ◯ ◯

○
オブジェクト
指向プログラ
ミング

オブジェクト指向プログラミングについて
学びます。

2
・
後

45 2 ○ ◯ ◯

○
グラフィック
プログラミン
グ

稼働空間におけるグラフィックプログラミ
ング技術を実習をとおして学びます。

2
・
後

45 2 ○ ◯ ◯

○
ゲームプログ
ラミング

ＩＴ業界で使われている開発環境を用い
て、より効果的なゲームプログラミングの
作り方を演習します。

2
・
後

45 2 ○ ◯ ◯

○ システム構築
システムの企画・開発と、完成したシステ
ムを実際に利用可能な状態にする作業な
ど、一連の技術を実習しながら学びます。

2
・
後

45 2 ○ ◯ ◯

　　　科目

（工業専門課程情報処理科）平成２９年度

                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業科目等の概要

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

１学期の授業期間 週

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
ネットワーク
構築

ネットワークの知識を活かし、パケットキャプ
チャで解析することでネットワーク上にデータが
流れる仕組みを理解します。また、実際のネット
ワーク機器の設定を行い、理解を深めます。

2
・
後

45 2 ○ ◯ ◯

○
モバイルアプ
リケーション
開発２

モバイルアプリケーションを実際に開発し
ます。

2
・
後

45 2 ○ ◯ ◯

○ 職場見学
企業の中で業務を行い、社会に出た時にど
う立ち振る舞えば良いかを学びます。

2
・
後

30 1 ○ ◯ ◯

○ 卒業研究
２年間の集大成として、個人またはチーム
でテーマや課題の設定を行い作品として完
成させます。

2
・
後

90 3 ○ ◯ ◯ ○

○ Ｂ検３級対策 ビジネス検定３級合格をめざします。
1
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○ ＳＰＩ基礎
ＳＰＩの基礎的な問題をたくさん解き、就
職試験に備えます。

1
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○ ビジネス知識
ビジネスシーンで必要とされる資質、職務
知識、一般知識について学びます。

1
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○
ビジネス文書
１

ビジネス文書の作成について基礎から学び
ます。

1
・
前

45 2 ○ ◯ ◯

○ ペン字
美しく文字を書くための技術、ポイントを
学び習得します。

1
・
前

30 1 ○ ◯ ◯

　　　科目

             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業科目等の概要

（工業専門課程情報処理科）平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

期
１学期の授業期間 週

企
業
等
と
の
連
携

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 簿記原理
1
・
前

30 2 ○ ◯ ◯

○ 応用簿記
1
・
前

30 2 ○ ◯ ◯

○ 経営と会計
1
・
前

30 2 ○ ◯ ◯

○ Ｂ検２級対策 ビジネス検定２級合格をめざします。
1
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

○ ＳＰＩ対策
ＳＰＩ基礎で学んだ内容を活かし、応用的
な問題をたくさん解き、就職試験に備えま
す。

1
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

○
パソコン演習
２

表計算の活用法とデータベースソフトの基
本的な使い方を理解するとともに、利用の
仕方について学びます。

1
・
後

45 2 ○ ◯ ◯

○ ビジネス技能
ビジネスシーンで必要とされるマナー・接
遇、技能について実習をとおして学びま
す。

1
・
後

45 2 ○ ◯ ◯

○
ビジネス文書
２

1年前期のビジネス文書1に引き続き、ビジ
ネス文書の作成について学びます。

1
・
後

45 2 ○ ◯ ◯

○ 原価計算論
商品やサービスを提供するためにかかった
費用である原価についての事柄や、その計
算の方法について学びます。

1
・
後

60 4 ○ ◯ ◯

　　　科目

企業の活動を各種の帳簿を用いて計数的に
記録・計算・整理をし、企業の必要とする
諸表・報告書にまとめる技術と簿記の記録
をもとにして、企業経営の合理的な活動の
計画をたて、効率的な企業を運営していく
能力を習得させることを目標とします。

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業科目等の概要

（工業専門課程情報処理科）平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 財務会計論
企業が自社の経営状況を外部に知ってもら
うために行う、財務会計について学びま
す。

1
・
後

60 4 ○ ◯ ◯

○ 就職対策１
就職に必要な心得、ビジネスマナーや面接
対策を行います。

1
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

○
秘書検定対策
講座

秘書検定準１級合格を目指します。
1
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

○
グループワー
ク

グループで業務を行うことを体験し、併せ
て社会に出てから必要なコミュニケーショ
ン能力の向上を図ります。

2
・
前

45 2 ○ ◯ ◯

○
コミュニケー
ション学

ビジネスに必要なコミュニケーション能力
を身に付けます。

2
・
前

45 2 ○ ◯ ◯

○
データベース
演習１

実習形式でデータベースシステムの設計・
構築方法を学びます。

2
・
前

45 2 ○ ◯ ◯

○
ビジネス事務
１

簿記の知識を基に、業務用会計ソフトの操
作方法を学び、ビジネス実務を身に付ける
ことを目的とします。

2
・
前

90 3 ○ ◯ ◯

○
ビジネス文書
技法

ワープロ演習１・２で学んだ文書実務を、
実践的に更に深く学習します。

2
・
前

45 2 ○ ◯ ◯

○ 経営学原理１
企業を対象とした経営学について基礎から
学びます。

2
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

　　　科目

             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業科目等の概要

（工業専門課程情報処理科）平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 就職対策２
就職に必要な心得、ビジネスマナーや面接
対策を行います。

2
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○
日商ＰＣ検定
（ デ ー タ 活
用）講座

日商PC検定（データ活用）合格をめざしま
す。

2
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○
イベントプラ
ンニング

地域で開催されている実際のイベントにプ
ランニングから携わり、ＰＤＣＡサイクル
を体験し問題解決能力を育みます。

2
・
後

45 2 ○ ◯ ◯

○
データベース
演習２

Access ＶＢＡを使って、データベースの
操作方法や構築方法を習得し、具体的なシ
ステムを作成します。

2
・
後

45 2 ○ ◯ ◯

○
ビジネス事務
２

ビジネス実務１で得た技能を、業務用会計
ソフトを用いて、より実践的に活用し、実
務を習得することを目的とします。

2
・
後

90 3 ○ ◯ ◯

○
プレゼンテー
ション

「企画」・「販売」・「報告」の３タイプ
について効果的なプレゼンテーション資料
の作成から発表までの一連を学習します。

2
・
後

45 2 ○ ◯ ◯

○
プログラミン
グ演習

VisualBasic.NETを用いて定期業務などを簡
略化し、効率の良い業務が出来るプログラ
ムの製作について学びます。

2
・
後

45 2 ○ ◯ ◯

○ 経営学原理２
経営学原理Ⅰで学んだことを活かし、経営
学についてより理論的な知識と応用できる
能力を身につけます。

2
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

○
日商ＰＣ検定
（文書作成）
講座

日商PC検定（文書作成）合格をめざしま
す。

2
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

　　　科目

１学期の授業期間 週

             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業科目等の概要

（工業専門課程情報処理科）平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
販売士受験講
座

販売士３級の合格をめざします。
2
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

○
オペレーショ
ンズ・リサー
チ

様々な計画に対して最も効率的な手段を選
ぶための科学的手法であるオペレーション
ズ・リサーチについて学びます。

2
・
前

30 2 ○ ◯ ◯

○ マクロ経済学
個別の経済活動を集計した一国経済全体を
扱うマクロ経済について学びます。

1
・
後

60 4 ○ ◯ ◯

○ ミクロ経済学
個々の経済主体の行動に着目し、経済の動
きを捉えるミクロ経済について学びます。

1
・
前

60 3 ○ ◯ ◯

○ 経済学入門Ⅰ
線形計画法や日程計画法等、経営に関する
技法を学び、各種の問題解決に対応する素
地を習得します。

1
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○ 経済学入門Ⅱ
経営関係の科学的解明を目指し、様々な問
題解決のための応用的技法を学びます。

1
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

○ 計画科学
オペレーションズ・リサーチの中でも重要
な「組み合わせ」、その中でも最良の組み
合わせを求める方法を学びます。

2
・
後

60 4 ○ ◯ ◯

○ 社会と金融
社会における金融の役割や日本の金融政策
について学びます。

2
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

○ 線形代数
行列や行列式に関する理論を体系化した代
数学の一分野。連立1次方程式と逆行列 ·
行列式などを学びます。

2
・
前

30 2 ○ ◯ ◯

　　　科目

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業科目等の概要

（工業専門課程情報処理科）平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 体育１
さまざまなスポーツを通じて、基礎体力の
養成と、筋力の向上を図ります。

2
・
前

30 1 ○ ◯ ◯

○ 体育２
さまざまなスポーツを通じて、基本的な種
目のルールや技術の習得を目的とします。

2
・
後

30 1 ○ ◯ ◯

○
大学専門科目
ゼミナールＡ

大学編入に欠かせない双方向性・相互啓発
性の高い状況において専門的な内容を学び
取ることを目的としたゼミを行います。

1
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○
大学専門科目
ゼミナールＢ

大学編入に欠かせない双方向性・相互啓発
性の高い状況において専門的な内容を学び
取ることを目的としたゼミを行います。

1
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

○
大学専門科目
ゼミナールＣ

大学編入に欠かせない双方向性・相互啓発
性の高い状況において専門的な内容を学び
取ることを目的としたゼミを行います。

1
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

○
大学専門科目
ゼミナールＤ

大学編入に欠かせない双方向性・相互啓発
性の高い状況において専門的な内容を学び
取ることを目的としたゼミを行います。

2
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○ 統計学
ばらつきのあるデータから規則性または不
規則性を見つけ出す統計学について、その
内容と方法を学びます。

2
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○ 微分積分Ａ
解析学の基本的な部分を形成する数学の一
分野。導関数・原始関数・線形性・微分係
数の計算などを学びます。

1
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○ 微分積分Ｂ
解析学の基本的な部分を形成する数学の一
分野。関数のグラフ・面積と不定積分・面
積の計算などを学びます。

1
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

　　　科目

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業科目等の概要

（工業専門課程情報処理科）平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 物理Ａ
自然科学の一分野。運動量と力積・運動・
力・運動方程式・力学的エネルギー・運動
量などを学びます。

1
・
前

45 3 ○ ◯ ◯

○ 物理Ｂ
自然科学の一分野。水平投射・斜方投射・
力のモーメント・慣性力・円運動・単振動
などを学びます。

1
・
後

45 3 ○ ◯ ◯

９２科目

             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業科目等の概要

（工業専門課程情報処理科）平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 ４３５０単位時間( ２３１．５ 単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

卒業要件　８０単位以上
１学年の学期区分 ２期
１学期の授業期間 ２０週
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